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に明治45年授、平瀬作五郎）

牧野富太郎

平瀬作五郎

　

平
瀬
作
五
郎
は
、
福
井
市
出
身

（
一
八
五
六
・
安
政
３
年
～
一
九

二
五
・
大
正
14
年
）
の
植
物
学
者
、

教
育
者
。
福
井
藩
中
学
校
で
学
ん

だ
後
、
岐
阜
県
な
ど
の
学
校
で
勤

務
し
ま
し
た
。

　

一
八
八
八
（
明
治
21
）
年
、
帝

国
大
学
植
物
学
教
室
に
植
物
図
な

ど
を
描
く
画
工
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
93
年
か
ら
イ
チ
ョ
ウ
の

研
究
を
開
始
、
96
年
に
世
界
で
初

め
て
イ
チ
ョ
ウ
の
精
子
の
存
在
を

顕
微
鏡
で
発
見
し
、
世
界
を
驚
か

せ
ま
し
た
。一
九
一
二
（
明
治
45
）

年
、
こ
の
功
績
に
よ
り
第
二
回
帝

国
学
士
院
（
現
日
本
学
士
院
）
の

恩
賜
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
帝
大

退
職
後
は
、
滋
賀
県
・
京
都
府
の

学
校
に
勤
務
し
ま
し
た
。

　

平
瀬
が
受
賞
し
た
「
帝
国
学
士

院
（
現
日
本
学
士
院
）
恩
賜
賞
」

は
、
学
術
面
で
特
別
な
功
績
の
あ

っ
た
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
、
日
本

で
最
も
権
威
あ
る
賞
で
す
。
そ
の

後
、
湯
川
秀
樹
や
野
口
英
世
、
寺

田
寅
彦
ら
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
近
代
植
物
学
の
草
創

は
、
一
八
七
七
（
明
治
10
）
年
代

の
東
京
帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大

学
）
植
物
学
教
室
を
中
心
に
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
先

例
の
な
い
研
究
で
学
生
も
少
な

く
、
情
報
も
人
材
も
不
足
す
る
時

代
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
、
植
物
研
究
家
の
牧
野
富
太

郎
と
、
画
工
と
し
て
の
腕
を
買
わ

れ
た
平
瀬
作
五
郎
の
ノ
ン
キ
ャ
リ

ア
研
究
者
二
人
を
植
物
学
教
室
が

受
け
入
れ
、
一
八
九
三（
明
治
26
）

年
二
人
は
同
時
に
助
手
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
じ
時
代
に
異
な
っ
た
生
き
方

を
し
た
牧
野
と
平
瀬
。
小
学
校
を

中
退
し
た
牧
野
は
学
歴
よ
り
実

力
、
自
分
の
研
究
を
妨
げ
る
も
の

に
毅
然
と
立
ち
向
か
う
性
格
。
そ

の
一
方
平
瀬
は
実
直
な
人
柄
で

で
、
探
究
心
が
強
く
地
道
な
努
力

を
惜
し
ま
な
い
性
格
の
持
ち
主
。

こ
の
ふ
た
り
が
近
代
植
物
学
の
草

創
期
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

牧
野
富
太
郎
は
、
一
八
六
二
（
文

久
２
）
年
高
知
生
ま
れ
。
ほ
ぼ
独

学
で
植
物
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

一
八
八
四
（
明
治
17
）
年
に
東
京

帝
国
大
学
理
学
部
植
物
学
教
室
へ

出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

以
後
、
『
日
本
植
物
志
図
篇
』
や

『
大
日
本
植
物
志
』
な
ど
の
刊
行

に
た
ず
さ
わ
り
、
一
九
四
〇
（
昭

和
15
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
牧
野

日
本
植
物
図
鑑
』
は
、
現
在
ま
で

改
訂
を
重
ね
、
植
物
図
鑑
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
瀬
作
五
郎
の
発
見
・
人
物
に

つ
い
て
、
牧
野
富
太
郎
は
こ
う
解

説
し
て
い
ま
す
。
「
こ
ん
な
重
大

な
世
界
的
の
発
見
を
し
た
の
だ
か

ら
、
普
通
な
ら
無
論
平
瀬
氏
は
易

々
と
博
士
号
も
も
ら
え
る
資
格
が

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
っ
た

が
、
世
事
魔
多
く
底
に
は
底
が
あ

っ
て
、
不
幸
に
も
そ
の
栄
冠
を
か

ち
え
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

た
ち
ま
ち
策
動
者
の
犠
牲
と
な
っ

て
江
州
は
琵
琶
湖
畔
彦
根
町
に
建

て
ら
れ
て
あ
る
彦
根
中
学
校
の
教

師
と
し
て
遠
く
左
遷
せ
ら
れ
る
憂

目
を
み
た
の
は
、
憐
れ
と
い
う
も

愚
か
な
話
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も

赫
々
た
る
そ
の
功
績
は
没
す
べ
く

も
な
く
、
公
刊
せ
ら
れ
た
『
大
学

紀
要
』
上
に
お
け
る
そ
の
論
文
は

燦
然
と
し
て
い
つ
ま
で
も
光
彩
を

放
っ
て
い
る
。
宜
べ
な
る
哉
、
後

ち
一
九
一
二
（
明
治
45
）
年
に
帝

国
学
士
院
か
ら
恩
賜
賞
な
ら
び
に

賞
金
を
授
与
せ
ら
れ
る
栄
光
を
担

っ
た
」
（
牧
野
富
太
郎
著
『
植
物

一
日
一
題
』
よ
り
）

第
41
号
世
界
が
驚
愕
、
大
偉
業　

第
53
号
平
瀬
著
明
治
昭
和
教
科
書

第
54
号
牧
野
と
発
見
・
命
名
新
種

【
関
連
ま
な
び
や
参
照
】


